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1．自然界におけるカビ
　ひとくちに「カビ」といらても，専門用語では「真
菌」（しんきん）と呼ぶ。、この用語は一般的になじみが薄
いので，ここでは通常使われている「カビ」の名称で記
述する。
　一般に，カビの種類は1，500属，約45，000種類のもの
が確認されているが，実際にはその2・～3倍は存在する
といわれている1）。自然界の生態の中で，カビは微生物
の一種として動植物の遺体を分解し，大地に還元する役
割を果たしている。このような自然界でのカビの働きは，
図1のように整理される。　　、　　　＾
　発酵・醸造による味噌・醤油・酒などは，カビの恩恵
に浴しているもので，有用なカビのひとつどいえる。
　一方，人間や動物の病原となるカビ，．食品などを変
質・変敗させるカビ，工業生産物の劣化を誘発するカビ
など，’悪業としてのカビもある。コンクリートに生える
カビは，美観や衛生上の面から悪業としてのカビとして
位置づけられる。’　　　　　　　　　，．
たくさん出し，多数の胞子を形成し，成熟した胞子を空．
気中に飛散・放出している。直径3～15μ程度のこれら
の胞子が物に取り付いて，後述する生育環境条件に恵ま
れればそこに発芽し，新しい菌糸を生育させる。
　このように，菌糸一胞子柄一胞子一菌糸という生活環を
繰り返している。
3．カビ生育の5大要件
　カビの繁殖に必要な環境条件は，①栄養物，②酸素，
③温度（適温15～27℃），④水分（湿度60～95％）および⑤
pH（5～8）である。これらの条件が全て揃ったときに
カビは生育する。
　浴室や梅雨どきの押し入れ，あるいは食品工場，それ
らの壁面・天井面などに著しいカビの発生が認められる
のは，カビの生育上，好適な環境下にあるからといえる。
　ところで，上述したカビ生育の5大要件からすると；
無機物で栄養物を持たない，しかもpH13とアルカリ性
の高い新鮮なコンクリート面では，カビは直接繁殖する
ことはないはずである。
4．コンクリート面での生態系
　コンクリート面とカビとの関係は，図2に示したよう
な介在条件の下で成り立つものと考えられている2）。
　すなわち，コンクリート表面に塵埃が付着し，その塵
埃に藻類の胞子（カビと同じ微生物の仲間）が付き，塵埃，
雨永，排ガスなどから硝酸性窒素，アンモニア性窒素，
さらにリン酸イオンなどの栄養を補給され，温度と水分
が十分な条件下で光合成を行って藻類は増殖する。そし
て，緑色の藻類は乾燥状態になると死滅する。
・この黒色化した藻類の死骸は糖類やアミノ酸などを十
2．空気中に舞うカビの胞子
カビの多くは，菌糸の先端や途中から胞子を作る枝を
　　　　　　図1　自然界におけるカビの働き
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ノ写真1　クラドスポリウムクラドスポリオイデス菌
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写真2　アスベルギルスフレーパス菌
　　　〔写真提供：市川栄一氏〕
分に含んでいる。カビはこれを栄養として，カビ生育の
5大要件の下で増殖していくことが明らかにされている。
　コンクリートの面上でこの世代交代が気候の変化で繰
り返し起こり，ひとつの社会を形成している。コンクーリー
一トに生えるカビは，介在あってのことといえる。
5．カビ・藻類の共存とそれによる汚れ
　コンクリート壁体面での汚れ事象には，カビ・藻類の
繁殖が大いに関係している3’4）。
　北側の面は，他の3面に比べて汚れの程度が大きいこ
と，またその色相は緑や黒緑が多いこと，降雨により湿
潤状態を長く保づ壁面上端部に黒色よだれ状の汚れが認
められること，これらのいずれもがカビ・藻類の繁殖に
よっている。　　　　　　一
　すなわち，日当たりの悪い外壁面に発生・繁殖してい
る主な藻類は，プロトコックス属であることが実態調査
から裏付けられている5）。
　また，カビについては写真1に示すクラドスポリウム
属（Cladosporium）や，写真2に示すアスペルギルス属
（Aspergillius）が圧倒的に多いことも明らかにされてい
’る2）。
6．カビ・藻類の発生防止対策一
　事前防止対策の基本は，前述4．項から考察すれば，
いかに塵埃の付着を断ち切るかにある。
　特に雨水が壁面にどのように関わるかによって，塵埃
付着が左右されるので，コンクリート面に，雨水ができ
るだけ触れないような壁面構成とすることが肝要である。
　そのうえで，コンクリートの材質面つまり，水セメン
ト比および単位水量を小さくし，できるだけ平滑な型枠
・を用いて十分な締固めと養生を行い，その表層が密実・
堅硬で平滑な状態が長期にわたって保たれるようにコン
クリート構造物を造ることが基本であり，良いコンクリ
ートを造るための常道と何ら変わるところはない。、
　雨水の侵入を防ぎ，水分の残留を止めるというような
浸透性吸水防止材も，近年開発されているようだが，こ
れによる防カビ効果も期待したいところである。
　なお，防カピ剤の適用も対策上のひとつと考えられる
が，一種類の防カビ剤で全てのカビに効果のあるものは
ない。したがって，防カビ剤の適用にあたっては，仕様
の確認や専門家への相談などが賢明であろう。
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